
「
原
発
の
な
い
未
来
へ
！
つ
な
が
ろ
う
福

島
！
守
ろ
う
い
の
ち
！
」
全
国
大
集
会
が
、

首
都
圏
反
原
発
連
合
・
原
発
を
な
く
す
全
国

連
絡
会
・
さ
よ
な
ら
原
発
１
０
０
０
万
人
ア

ク
シ
ョ
ン
、
反
原
発
運
動
全
国
連
絡
会
が
主

催
し
て
３
月
26
日
に
代
々
木
公
園
で
開
催
さ

れ
、
全
国
各
地
か
ら
３
万
５
千
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
反
原
蓮
の
ミ

サ
オ
・
レ
ッ
ド
ウ
ル
フ
さ
ん
は
、
「
大
津
地

裁
が
高
浜
原
発
の
運
転
を
差
し
止
め
た
。
稼

働
中
の
原
発
を
止
め
た
の
は
初
め
て
、
私
た

ち
の
大
き
な
希
望
で
す
」
と
力
強
く
あ
い
さ

つ
し
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
、
作

家
の
澤
地
久
枝
さ
ん
、
オ
ー
ル
沖
縄
会
議
の

高
里
鈴
代
さ
ん
な
ど
が
訴
え
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
終
了
後
、
「
原
発
い
ら
な
い
」
「
再

稼
働
反
対
」
「
安
倍
政
権
ノ
ー
」
の
声
を
響

か
せ
デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
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３
月
20
日
、
東
京
社
保
協
第
46

回
総
会
を
開
催
し
、
22
団
体
34
地

域
か
ら
１
５
５
人
が
参
加
し
ま
し

た
。総

会
記
念
講
演
は
、
芝
田
英
昭

（
立
教
大
学
教
授
）
さ
ん
よ
り
、

「
す
べ
て
の
人
が
人
間
ら
し
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
考
え
る
」
と
題
し

て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
財
務
省
に
よ
る
今

後
の
「
社
会
保
障
改
革
」
工
程
表

に
お
け
る
大
変
な
「
改
革
」
、
と

り
わ
け
医
療
・
介
護
に
関
す
る
内

容
に
つ
い
て
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
消
費
税
率
ア
ッ
プ
は
成
長

戦
略
へ
の
重
点
配
分
が
本
音
で
あ

り
、
そ
も
そ
も
消
費
税
は
社
会
保

障
財
源
に
は
最
も
ふ
さ
わ
し
く
な

い
税
収
で
あ
る
こ
と
。
社
会
保
障

の
基
本
を
語
る
上
で
の
財
源
問
題

な
ど
に
ふ
れ
て
わ
か
り
や
す
い
講

演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
こ
の
１
年
間
の
取

り
組
み
の
総
括
と
「
安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
を
実
現
す
る
大
運

動
（
２
年
目
）
を
成
功
さ
せ
、
医

療
・
介
護
の
大
改
悪
、
社
会
保
障

解
体
攻
撃
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ
う
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
活
動
方
針
、

た
た
か
う
体
制
と
予
算
を
全
体
で

確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
憲
法
25
条
を
活
か

し
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

大
運
動
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
の
総

会
ア
ピ
ー
ル
を
全
体
の
拍
手
で
確

認
し
ま
し
た
。

（
総
会
の
模
様
は
次
ペ
ー
ジ
）



竹
崎
会
長
が
総
会
開
会
の
あ
い

さ
つ
に
立
ち
、
戦
争
法
の
強
行
な

ど
民
主
主
義
否
定
の
安
倍
暴
走
政

治
に
対
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
に
責
任
を
持
つ
た
め
に
も
今
頑

張
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
地
域

に
根
ざ
し
、
参
院
選
を
含
め
、
た

た
か
う
方
針
に
誇
り
を
持
っ
て
、

情
勢
に
負
け
な
い
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
中
央
社

保
協
の
山
口
一
秀
事
務
局
長
か
ら
、

「
消
費
税
増
税
延
期
の
動
き
や
ト

リ
ク
ル
ダ
ウ
ン
（
大
企
業
の
儲
け

の
お
こ
ぼ
れ
が
国
民
に
還
元
さ
れ

る
と
い
う
も
の
）
が
起
こ
ら
ず
、

労
働
者
の
賃
金
は
下
が
り
続
け
る

な
ど
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
破
綻
が

政
権
の
根
幹
を
揺
る
が
す
状
況
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。
今
こ
そ
、
戦

争
法
廃
止
を
は
じ
め
社
会
保
障
は

国
の
責
任
で
す
署
名
を
地
域
の
運

動
の
中
心
に
据
え
て
た
た
か
い
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
千
葉
県

社
保
協
の
藤
田
ま
つ
子
事
務
局
長

か
ら
は
、
千
葉
社
保
協
の
取
り
組

み
報
告
と
激
励
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
和
泉
尚
美
都
議

会
議
員
か
ら
は
、
東
京
都
の
新
年

度
予
算
に
関
し
て
、
昨
年
の
編
成

方
針
に
あ
っ
た
「
都
民
の
生
活
・

福
祉
向
上
」
と
い
う
文
言
が
外
さ

れ
る
な
ど
、
舛
添
都
政
が
都
民
の

く
ら
し
を
守
る
ど
こ
ろ
か
福
祉
は

自
己
責
任
の
立
場
で
運
営
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
」
「
所
得
・
住

民
税
非
課
税
世
帯
に
高
額
な
国
保

料
が
賦
課
さ
れ
て
い
る
実
態
と
、

保
険
料
徴
収
強
化
策
と
し
て
異
常

な
交
付
金
を
設
定
し
て
差
押
え
な

ど
を
区
市
町
村
に
競
わ
せ
て
い
る
」

実
態
を
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
、

東
京
高
齢
者
大
会
実
行
委
員
会
の

菅
谷
事
務
局
長
か
ら
、
東
京
で
開

催
さ
れ
る
第
30
回
日
本
高
齢
者
大

会
（
8
月
28
・
29
日
）
の
訴
え
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
総
会
に
は
関

東
甲
地
域
の
社
保
協
か
ら
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

寺
川
事
務
局
長
が
、
45
期
活
動

総
括
・
46
期
活
動
方
針
案
を
提
案

し
、
小
形
常
幹
（
東
京
保
険
医
協

会
事
務
局
長
）
が
、
保
険
医
協
会

の
「
患
者
の
受
診
状
況
に
関
す
る

調
査
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

昼
食
休
憩
中
に
は
、
障
都
連
か

ら
４
・
21
全
国
大
集
会
の
訴
え
が

行
わ
れ
、
昼
食
休
憩
明
け
に
、
寺

川
事
務
局
長
が
45
期
決
算
と
第
46

期
予
算
案
報
告
を
行
い
、
渡
辺
会

計
監
査
か
ら
監
査
報
告
が
さ
れ
討

論
に
入
り
ま
し
た
。

討
論
の
冒
頭
、
新
加
盟
の
Ｃ
Ｕ

東
京
の
高
木
書
記
長
か
ら
の
あ
い

さ
つ
、
年
金
裁
判
支
援
の
訴
え
を

芝
宮
年
金
者
組
合
都
本
部
副
委
員

長
が
、
生
活
保
護
返
還
金
金
決
定

処
分
等
取
り
消
し
請
求
事
件
の
経

過
と
協
力
の
お
願
い
を
、
都
生
連

及
び
佐
藤
弁
護
士
と
当
事
者
か
ら

行
わ
れ
、
ア
ス
ベ
ス
ト
署
名
の
呼

び
か
け
を
原
告
（
東
京
土
建
）
が

行
い
ま
し
た
。

取
り
組
み
報
告

で
は
、
冒
頭
で
訴
え
た
５
団
体
に

加
え
。
都
教
組
・
歯
科
保
険
医
協

会
・
東
京
医
労
連
・
保
健
衛
生
医

療
の
充
実
を
求
め
る
連
絡
会
の
合

計
９
団
体
が
報
告
・
討
論
に
参
加

し
ま
し
た
。

地
域
か
ら
は
、
八
王
子
・
こ
ま

え
・
西
多
摩
・
北
区
・
新
宿
・
清

瀬
の
６
社
保
協
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

討
論
終
了
を
受
け
、
第
45
期
活

動
総
括
と
第
46
期
活
動
方
針
、
決

算
・
予
算
を
全
体
の
拍
手
で
確
認

し
ま
し
た
。
続
い
て
、
井
手
口
副

会
長
か
ら
第
46
期
役
員
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
拍
手
で
確
認
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
「
憲
法
25
条
を
活
か

し
、
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

大
運
動
を
成
功
さ
せ
よ
う
」
の
総

会
ア
ピ
ー
ル
を
、
全
体
の
力
強
い

拍
手
で
確
認
し
、
福
井
副
会
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
で
閉
会
し
ま
し
た
。
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渋
谷
社
保
協
は
、
３
月
23
日
に
定
例
（
隔
月
）

の
「
何
で
も
相
談
会
」
を
渋
谷
駅
西
口
モ
ア
イ

像
前
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
相
談
会
に
は
６
団
体
９
人
が
参
加
し
、

寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
６
件
（
医
療
１
件
、
法
律

３
件
、
生
活
１
件
、
そ
の
他
１
件
）
で
し
た
。

相
談
で
は
、
「
故
郷
に
い
る
母
に
生
活
保
護

申
請
さ
せ
た
い
」
「
渋
谷
駅
の
再
開
発
で
賃
貸

ア
パ
ー
ト
か
ら
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

出
て
い
け
と
い
う
ば
か
り
で
、
立
ち
退
き
料
の

提
示
す
ら
な
い
」
と
い
う
相
談
や
、
民
間
生
命

保
険
の
入
院
特
約
や
医
療
費
控
除
に
つ
い
て
。

都
営
住
宅
に
入
居
中
に
お
き
た
ト
ラ
ブ
ル
や
、

家
の
近
く
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
と
い
う

相
談
な
ど
で
し
た
。

（
渋
谷
社
保
協
ニ
ュ
ー
ス
よ
り
）

総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会
が
提
起
し
て
い

る
「
毎
月
第
３
火
曜
日
宣
伝
行
動
」
を
、
３
月

15
日
に
王
子
駅
前
で
行
い
27
人
が
参
加
し
、
１

時
間
弱
で
97
筆
も
の
署
名
が
集
ま
り
、
宣
伝
用

に
用
意
し
た
署
名
付
き
ハ
ガ
キ
入
り
テ
ィ
ッ
シ
ュ

（
写
真
）
も
１
千
個
近
く
配
布
し
ま
し
た
。

卒
業
式
後
の
高
校
生
が
「
戦
争
反
対
な
ん
で

署
名
し
ま
す
。
署
名
活
動
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
」

と
次
々
に
署
名
に
応
じ
た
り
、
88
歳
に
な
る
と

い
う
通
り
が
か
り
の
高
齢
者
も
「
こ
れ
だ
け
は

ゆ
る
せ
な
い
よ
」
と
震
え
る
手
で
署
名
し
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
署
名
・
宣
伝
行
動
を
通
じ
て
、

戦
争
法
廃
止
の
世
論
の
高
ま
り
を
感
じ
た
行
動

と
な
り
ま
し
た
。（

北
区
社
保
協

森
松

伸
治
）

２０１６年度 東京社保協役員
会 長 竹崎 三立 再 東京保険医協会 常任幹事 佐々木和子 新 福祉保育労東京地本
副 会 長 井手口行夫 新 東京地評 〃 中村 哲郎 新 東京土建

〃 丸山 篤義 新 東京土建 〃 前沢 淑子 再 中央社保協事務局
〃 岡村 正人 新 年金者組合都本部 〃 佐田光三郎 再 障都連
〃 椎橋みさ子 新 東京自治労連 〃 酒井つる子 再 新婦人都本部
〃 福井 典子 再 渋谷社保協 〃 水上 昭三 再 都生連
〃 西川 勉 新 板橋社保協 〃 坂本 光治 再 都老協

事務局長 寺川 慎二 再 東京土建 〃 平間 輝雄 新 都教組
事務局次長 相川 和義 再 東京民医連 〃 吉野 五郎 再 葛飾社保協

〃 阿久津 光 再 東京地評 〃 岡本 卓郎 再 西東京社保協
〃 石上 敦久 新 東京民医連 〃 森松 伸治 再 北区社保協

常任幹事 小形 歩 再 東京保険医協会 会計監査 渡辺 吉明 再 東京歯科保険医協会
〃 深沢 英一 再 東京歯科保険医協会 〃 越智 雅俊 新 全労済東京
〃 西銘 秀実 再 東京医労連

〃 星 芳江 新 年金者組合都本部
〃 斎藤 学 再 東商連
〃 杉山美恵子 再 東京自治労連
〃 伊藤 和巳 新 東京自治労連
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